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動的過程におけるモリブデンの挙動を捉えるため，モリブデン酸二ナトリウム二水和物にホウケイ酸ガラスを混

合し，昇温過程での熱特性の取得や各温度での生成物の同定を行った．その結果，ガラス溶融温度域以下にて，モ

リブデン酸カルシウム（CaMoO4）の生成を確認した． 
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１．緒言 ガラス固化プロセスにおいて，高レベル廃液に含まれるモリブデンは，ガラスへの溶解度が低く，モ

リブデン酸塩を主成分とするイエローフェーズ（YP）となって分離相を形成する．YP は水溶性であることから，

固化ガラスの核種閉じ込め性能の低下につながるため，YP生成の抑制に関する研究が数多く行われている．その

一方で，YP 生成メカニズムに関する研究は未だ少なく，生成メカニズムの解明が求められている．本研究では，

YP 生成メカニズムの解明を目的として，ガラス固化プロセスを想定した動的過程におけるモリブデンの挙動に着

目し，昇温過程における熱特性の取得や各温度での生成物の同定を行った． 

２．熱重量測定-示差走査熱量（TG-DSC）測定およびX 線回折（XRD）測定 モリブデン／ホウケイ酸ガラス系

における熱特性を取得するため，モリブデン酸二ナトリウム二水和物（Na2MoO4･2H2O）とホウケイ酸ガラス粉

末（75μm 以下）を重量比が 4：6 になるように混合し，TG-DSC 測定を行った．測定条件は窒素雰囲気，定速

昇温速度 10℃/minとし，測定温度範囲は室温～1200℃とした．TG-DSC測定の結果を Fig. 1に示す．Na2MoO4

単体では 460℃，590℃，640℃付近で相転移し，690℃にて融解することが報告されている[1]．さらに，

Na2MoO4-MoO3系における共晶型状態図[1]より，MoO3の添加によって融点が降下することが知られている．し

たがって 610℃にて出現した吸熱ピークは，Na2MoO4中の Na がガラス相内に拡散したために，試料中の MoO3

の存在割合が増えたためと推察される．本推論を確かめるため，加熱後試料の相同定を行った．Na2MoO4･2H2O

／ホウケイ酸ガラスビーズ系で室温～550，650℃まで加熱し，各最高温度で 1時間保持した．加熱保持後急冷し，

試料を XRD測定に供した．550℃で加熱保持した試料からは，Na2MoO4の回折ピークが得られ，650℃で加熱保

持した試料からは，Na2MoO4に加えCaMoO4由来の回折ピークが得られた． 

３．考察 ホウケイ酸ガラス構成元素である Ca が，Mo との化合物として同定されたことから，Na2MoO4由来

の Na と Ca の交換反応によってガラス相内部を拡散したことにより，Ca がガラス表面に析出し，MoO42-と化合

したと考えられる．詳細は当日にて発表する． 
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Fig. 1 Curves of DSC and TG for sodium 

molybdate dehydrate with glass powder 
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